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 春休み、母親に 4 月 1 日の朝日新聞のあるページを渡されたため、読んでみました。そ
のページには、「古いランドセル、アフガンの子へ」とありました。国際協力ＮＧＯ「ジョ

イセフ」が、貧困などで学校教育を受けられないアフガニスタンの子ども達に贈るため、

ランドセルの提供を募っているという内容でした。特に女の子へ送っているようです。こ

の企画を「想い手のランドセルギフト」と言います。日本から贈られたランドセルは子ど

も達が学校へ行くきっかけとなり、女の子が男の子と同じように学校に行けるようになり

ます。そして、読み書きができるようになると、健康を守る知識を得られるようになりま

す。 
	
 アフガニスタンでは 12・13歳で結婚し、出産を始めることが少なくありません。そのた
め妊産婦死亡、新生児死亡の危険と直結しています。また十分な教育ができていないと、

妊娠・出産・育児において適切な手当てができないことがあります。従って使わなくなっ

たランドセルがお母さんと赤ちゃんの命を救うのです。正確には使わなくなったランドセ

ルを送ることで、お母さんと赤ちゃんの命を救います。 
	
 つい 2 年前の 3 月までランドセルを使っていた私自身、ランドセルは小学生の象徴と思
っていました。いや、今もそう思っています。そして学校へ行くというのは当たり前と思

っていましたが、テレビなどで自分の暮らしは当たり前ではないということは知っていま

した。しかし、アフガニスタンの小学校の教育を受けられる女子は７５％と高いのに対し、

中学校への女子の就学率はたったの 9％ということは知りませんでした。この事実を知った
時は驚きました。改めて当たり前でないと感じ、ランドセルを送ろうという思いが強くな

りました。自分が送った赤いランドセルを使ってたくさん勉強して、思い出を作って欲し

いと思います。 
	
 女性差別が今も残る世界。女性だけでなくとも色々な差別が残っています。例えば職業

差別、また人種差別や障害者差別などがあります。職業差別は江戸や明治からの偏見が現

代でも残っていることによる差別で、人種差別はアイヌや朝鮮人への差別のように偏見や

名残によるものです。障害者差別は障害者を容姿や、やはり偏見で差別することです。 
	
 こうして見てみると、差別は偏見による物ではないかと考えられます。確かに私も偏見

があります。障害者を避けてしまっているのです。なぜなら、私は関わることでやっかい

だな面倒だなと思っているからです。でもそのようなことは関わり知ることでなくなるの

ではないでしょうか。では差別はなぜ起こるのでしょうか。これは偏見、つまり無知であ

ることと無関心だということが原因ではないかと考えられます。差別を作るのは簡単です

が消した後も見た目、表面上、消えてなくなったように見えても人の心の中には根強く残

り続けます。大規模な差別ほど長い年月、月日を経てでないと元には戻れません。差別の

記憶を少しでも楽にするためにもたくさんの人々の力が必要になるのではないのでしょう

か。後の世代へ伝えることも重要ですし、どの面から見ても差別がなくなることが大切で



す。そのためにも身近なことから取り組んでいくことで差別がなくなることができたらい

いなと思います。 
	
 使わなくなったランドセル、家で眠ったままではありませんか。この一言で、参加者が

増えて欲しいと思います。 


